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年 月 日 （ 日 ） ：

分 ／ 分 有

／

0 0

1 0

番 番

No. 号 号 No.

分 2 年 1 1 2 年 分

分 2 年 2 7 2 年 分

分 2 年 3 2 2 年 分

50 分 2 年 4 3 2 年 分

分 2 年 14 4 2 年 分

分 1 年 26 14 2 年 分

60 分 2 年 7 6 1 年 分

分 2 年 8 15 2 年 分

分 2 年 10 10 2 年 分

70+3 分 2 年 9 11 1 年 分

60 分 2 年 13 9 2 年 分

分 2 年 25 12 2 年 分

分 2 年 17 13 2 年 分

4 分 2 年 21 24 2 年 分

分 2 年 6 8 2 年 分

7 分 1 年 27 16 1 年 分

13 分 2 年 11 19 2 年 分

9 分 2 年 16 22 2 年 分

分 2 年 20 17 2 年 分

分 2 年 24 18 2 年 分

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 分 3

分 分

分 分

分 分

分 分

分 分

No.

分 27 1 － 0

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －
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公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会
兵庫県高体連サッカー部令和２年度兵庫県高等学校サッカー新人大会 決  勝 39

日  時 2021 2 7 13 00 キックオフ 会  場   アスパ五色  メイングラウンド

天  候 晴れ 風 弱風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 20 ／  PK戦

運営責任者 笠原  弘樹 会場主任 石塚  俊一 記  録 石塚　健二 芝切     淳 観 衆 無観客

主  審 津崎　泰生 副審１ 金渕　佑亮 副審２ 小林　清訓 第４の審判員 尾中　宏司

 チーム名

1

前半

0

 チーム名 kick off

神戸弘陵学園高校 後半 滝 川 第 二 高 校

○×  先 PK戦 先  ○×

延前

選手番号 P

K

戦

延後 P

K

戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 阪本　圭裕齊藤　雄介 GK

DF 元津　潤哉鞘本　   嶺 DF

DF 黒井　海舟田中 百々輝 DF

DF 島田　爽吾吉村　瑠晟 DF

DF 中村　武藏岩見　涼汰 DF

DF 田中 璃亜夢谷　倫太朗 MF

MF 亀井　大和 11 横井　愛弥 MF

MF 寺田　健人1 荒谷　龍星 MF

MF 藤田　仁朗1 田中　祉同 FW

FW 西村　太希1 1 松隈　弘樹 FW

FW 相原　禎汰 1吉本　吉浩 FW

GK 多田　健司的場　翔哉 GK

DF 日野　悠太大石　稜也 DF

DF 杉本 翔太朗1 鳥羽　悠生 DF

MF 川崎　   拓松久保　翔 MF

MF 丸尾　太一１＊ 中地　奎人 MF

MF 倉内　晴久有園　柚希 FW

MF 多田　柊史竹内　悠真 FW

FW 中塚　大偉松本　昇大 FW

FW 平岩　航汰大塚　一希 FW

警・退 氏　　名 事 由

7 4 3

前半 チーム合計 前半 後半 合 計 時 間時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

島田　爽吾 反ス

3 1 2 Ｇ Ｋ

シュート 1 1 2 48 警

2 23 2 1 Ｃ Ｋ 0

5 7 12

0 0 0

4 直接ＦＫ 7 3 108 4

0 0 0 Ｐ Ｋ

間接ＦＫ 0 0 0

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 0

得

点

経

過

70+2 神戸弘陵 中地 中央 FK ㉑ S バー はね返り ㉗ HS

戦

評

[備 考] 新型コロナウイルス感染予防対策のため、無観客での試合開催

戦評者 所 属 県伊丹・川西緑台 氏 名 米本・山下

   晴天の中、神戸弘陵1-4-2-3-1、滝川第二1-3-5-2で試合開始。神戸弘陵は⑨松隈を中心に長短のパスおりまぜながらゴールへ向かうも滝

川第二のDF陣の守備の前に崩しきれない。滝川第二は２トップを起点に⑩藤田の多彩なパスで打開を試みるも、ラストパスが繋がらない。お互

い主導権を握れず、一進一退の攻防が続き前半が終了した。後半立ち上がりも、お互いにゴール前へ侵入するが、両者の粘り強い守備によって

決定機を作らせない。神戸弘陵は選手交代を行い、試合の流れを変えようとするが、拮抗した試合展開が続く。このまま、延長戦に突入するか

と思われた70+2分、神戸弘陵がゴール前で直接フリーキックを獲得する。㉑鳥羽の左足から放たれた鮮やかなフリーキックは惜しくもクロス

バーに弾かれたが、㉗中地がはね返ったボールを見逃さず、ヘディングで押し込み、先制点をもぎ取った。滝川第二は最後までゴールを奪いに

いく姿勢を崩さないが、神戸弘陵のDF陣に冷静に対応され、このまま試合終了。決勝戦として相応しい緊張感のある素晴らしい試合であった。


